
●
編
集・発

行
津
市
政
策
財
務
部
広
報
課
 〒
514－8611 西

丸
之
内
23－1　

　
　
　
229－3111　

　
229－3339

●
印
刷
 寿
印
刷
工
業
株
式
会
社

広
報
 津

●
毎
月
1日
・
16日

発
行

長市 活動日記から

長市 コラム

「市長活動日記」は津市ホームページでご覧になれます　 津市長活動日記

「ＴＶ版市長コラム」では、前葉市長がこのテーマを語ります 津市長コラム

安心して歳を重ねられる
地域にするために

■国道23号中勢バイパス津(野田～
　久居)工区開通式典…２月８日　

　国道23号中勢バイパス津(野田～
久居)工区６kmが完成しました。今
回の開通で中勢バイパス全線33.8㎞
のうち２区間を残す83％が供用と
なり、津市内では20.6㎞のうち
19.6㎞部分が開通したことになりま
す。残りの２区間のうち河芸町～鈴
鹿市御薗町間は平成30年に開通予
定です。国道23号の渋滞緩和のみ
ならず、将来の津市の産業、防災、
観光力を高めるものとして、中勢バ
イパスの整備促進への取り組みを続
けてまいります。

■津なぎさまち開港10周年記念フォー
　ラム…２月15日
　津市と中部国際空港セントレアを
結ぶ海上アクセスルートとして開港
した「津なぎさまち」が10周年を
迎えました。
　津なぎさまちは、毎年約27万
人、10年間で延べ300万人以上の利
用実績があり、インフラとしての
「港」の存在が津市の付加価値とし
て大いに貢献しています。「津の港」
復興に向けた先人たちの強い熱意と
ご努力に対して、あらためて深い敬
意を表し、今後も「津の港」をしっ
かりと守ってまいります。

■第10回津シティマラソン大会(安濃
　中央総合公園周辺)…２月22日

　全国実業団女子駅伝で活躍したゲ
ストランナーの湯田友美さんとご一
緒に、今年は２㎞の部に参加しまし
た。市民ランナーの皆さんと触れ合
い、言葉を交わしながら、例年10 
㎞の部に参加するときとは一味違っ
た走りが楽しめました。ゴール地点
では、湯田さん、シロモチくん、
ゴーちゃんとともに「津シティマラ
ソン盛り上げ隊」として、ハイタッ
チでランナーをお出迎え。これから
も「走る市長」としてマラソン大会
を盛り上げていきたいと思います。

津市長 前葉 泰幸

　介護保険制度は介護が必要な高齢者を社会全体で
支える仕組みです。訪問介護やショートステイなど
の在宅サービスや、特別養護老人ホームなどの施設
サービスなどが原則として１割の自己負担で利用で
きます。残る９割は、国・県・市の負担と保険料と
で折半しています。津市の場合、第１号被保険者、
すなわち65歳以上の方の介護保険料基準額は、当初
月額3,152円(旧津市)でしたが、制度発足後15年が
経過した現在では6,167円となっています。今後も
高齢化の進行に伴い、保険料負担はさらに増大する
ことが予想されます。
　そこで、国は介護保険制度を将来も維持していく
ため、いわゆる「団塊の世代」がすべて75歳を迎え
る2025年を目途に「地域包括ケアシステム」の構
築を推進する決定をしました。
　高齢者の方々が住み慣れた地域で生活を続けるこ

とができるよう、住まい・医療・介護・予防・生活支援が
一体的に提供される制度のことなのですが、津市では
すでに医療・介護・福祉の専門家たちによって、このシ
ステムを先取りした取り組みが始まっています。医師、
歯科医師、薬剤師、看護師、保健師、ケアマネジャーな
どの方々が職種の垣根を超えて連携し、高齢者が必要
な在宅医療サービスを円滑に受けられる体制をつくり
あげようと活動しています。さらには、地域の民生委
員や地区社会福祉協議会、ボランティア、生活・介護支
援サポーター、ＮＰＯ、民間企業など、多様な主体が介
護保険ではカバーできない分野のサービスを提供し、
高齢者とその家族の多様なニーズに応えようとする
動きもあちこちで生まれてきています。
　津市は新年度予算で９カ所ある「地域包括支援セ
ンター」を再編し、総人員を３人増員する経費を盛
り込みました。「地域包括支援センター」は、高齢
者の暮らしや介護にかかわる一番身近な相談窓口で
す。主任ケアマネジャー、社会福祉士、保健師・看
護師など専門の相談員がお話を伺います。
　たとえ介護が必要な方であっても、高齢者が住み
慣れた地域で安心して暮らすことができるまちであ
るよう、医療・介護・福祉の専門家や、地域のボラ
ンティアの方々、民間企業などと連携し、今後も取
り組みを続けてまいります。


